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空間座標において、円C を 0,122  zyx とする。 

点 Aを )0,0,(a とする。対称性から、 0a としてよい。 

このとき、直線 l 上の点は ),,( ttaP と表せる。 

 

円C 上の点を )0,sin,(cos Q とすると、2点 QP, 間の距離 d は 
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Qを固定したとき、 2d は
2

sin
t のとき最小になる。このとき 
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12 a  
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0  a のとき 

2d は a2cos  のとき、最小値
2

12  a をとる。 

 

12 ≧a  a≦
2

1
のとき 

2d は 1cos  のとき、最小値 22 )1(12  aaa をとる。 

 

 

以上により、求める最小値は 
2

1
0  a のとき
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12  a 、 a≦
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1
のとき 1a  ……(答) 
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